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	２－２．業務アプローチ
	スライド 10: ２－２．業務アプローチ 令和4年度からの継続案件5件に加えて、6月に公募・審査により実証新規5件を選定し、 通年で計10件の実証を行い、成果報告をとりまとめる計画のもと、事業を推進しました

	３．実証テーマの設定
	スライド 11
	スライド 12: ３．実証テーマの設定 実証テーマ設定のステップを通じて、 スポーツ・文化・防災・地域福祉・区内学生枠の５つの実証テーマを設定しました

	３－１．作業アプローチ（実証テーマの設定）
	スライド 13: ３－１．作業アプローチ（実証テーマの設定） 4月は「実証テーマの設定」を実施しました 

	３－２．実証実験案の作成
	スライド 14: ３－２．実証実験案の作成 各テーマに応じた課題解決仮説リストを作成のうえ、19の実証実験案を設定しました 

	３－３．ステークホルダーとの調整
	スライド 15: ３－３．ステークホルダーとの調整 区内企業・団体は5企業・団体と計14回の面談を行いました 
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	スライド 21: ３－４．実証テーマの設定 １２の実証テーマに絞りこみをかけながら、ステークホルダーとの面談を経て、 ５の実証テーマを設定しました
	スライド 22: ３－４．実証テーマの設定 令和4年度の実証テーマは、すべて継続実施することとしました 

	４．公募・選定準備
	スライド 23
	スライド 24: ４．公募・選定準備 公募に係る資料として「公募関係資料」  「評価基準」 「フライヤー」「各説明会資料」を 作成しました

	４－１．作業アプローチ（公募・選定準備）
	スライド 25: ４－１．作業アプローチ（公募・選定準備） ５月～６月にかけて「公募・選定準備」を実施しました 

	４－２．公募・選定の設計
	スライド 26: ４－２．公募・選定の設計 事例創出に向けた参加数の確保が必要であることや事業趣旨に鑑み、 信頼性要件を重視し、スタートアップ企業としての縛りは緩和しました
	スライド 27: ４－２．公募・選定の設計 「実証実験の実現性」 「社会課題解決への寄与」「区内企業との連携効果」の 評価観点から審査を行い、スタートアップ企業を選定しました
	スライド 28: ４－２．公募・選定の設計 一般枠と学生枠を分けた形での公募・審査を実施することとしました 
	スライド 29: ４－２．公募・選定の設計 公募・審査の条件は次のとおり設計しました 
	スライド 30: ４－２．公募・選定の設計 多面的な評価及び応募数の絞り込みを行うために、 一次書類審査・二次プレゼン審査を経て、スタートアップ企業を選定することとしました
	スライド 31: ４－２．公募・選定の設計 選定基準を評価可能な体制を構築することとしました 
	スライド 32: ４－２．公募・選定の設計 令和4年度と同様の評価基準としました 
	スライド 33: ４－２．公募・選定の設計 一次審査は各区政現場の主査級で審査し、 二次審査は外部審査委員を含む４名体制で実施することとしました
	スライド 34: ４－２．公募・選定の設計 10週間の公募・審査期間を経て、スタートアップ企業を選定することとしました 
	スライド 35: ４－２．公募・選定の設計 区ホームページを一元的な窓口とし、募集状況を随時共有しながら、弊社が事務局として、スタートアップ企業と区の間に立ち、質疑応答を行う他、応募を促進することとしました
	スライド 36: ４－２．公募・選定の設計 弊社からの個別案内、墨田区の各窓口での案内、TUSのイベント等を通じて、 各スタートアップ企業にアプローチし、応募数の増加を図ることとしました
	スライド 37: ４－２．公募・選定の設計 即応および速報性が必要な参加申込、区内企業調整希望票については都度共有し、 参加状況の把握と区内企業へのエスカレーションを行うこととしました
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	スライド 38: ４－３．公募資料の作成 公募に係る資料として 「申請の手引き」「評価基準」 「実証実験報告書」 「実証実験計画書」を作成しました

	４－４．公募のプロモーション
	スライド 39: ４－４．公募のプロモーション 本事業の公募開始にあわせて、「TOKYO UPGRADE SQUARE」「千葉大学」「iU」で 説明会を兼ねたプロモーションを実施しました

	５．公募・選定
	スライド 40
	スライド 41: ５．公募・選定 実証テーマ設定、公募・選定のステップを通じて、スポーツ・文化・防災・地域福祉・ 区内学生枠の５つの実証テーマ・スタートアップ企業を選定しました

	５－１．作業アプローチ（公募・選定）
	スライド 42: ５－１．作業アプローチ（公募・選定） ５月～６月にかけて「公募・選定」を実施しました 
	スライド 43: ５－１．作業アプローチ（公募・選定） 10週間の公募・審査期間を経て、スタートアップ企業を選定しました 

	５－２．応募状況・質問回答・調整対応結果
	スライド 44: ５－２．応募状況・質問回答・調整対応結果 ５月から約１カ月をかけて、申込・質問対応、応募書類提出のとりまとめを行いました 
	スライド 45: ５－２．応募状況・質問回答・調整対応結果 一般枠は13社の応募がありました 
	スライド 46: ５－２．応募状況・質問回答・調整対応結果 区内学生枠は10社の応募がありました 
	スライド 47: ５－２．応募状況・質問回答・調整対応結果 16の質問応募があり、回答の対応を行いました 
	スライド 48: ５－２．応募状況・質問回答・調整対応結果 13社からの調整希望があり、貴区と連携して対応を行いました 
	スライド 49: ５－２．応募状況・質問回答・調整対応結果 一般枠は13社の最終応募となりました（辞退なし） 
	スライド 50: ５－２．応募状況・質問回答・調整対応結果 区内学生枠は8社の最終応募となりました（2社辞退） 
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	スライド 51: ５－３．応募企業の提案内容  
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	スライド 52: ５－４．審査会の運営・選定結果 多面的な評価及び応募数の絞り込みを行うために、 一次書類審査・二次プレゼン審査を経て、スタートアップ企業を選定しました
	スライド 53: ５－４．審査会の運営・選定結果 審査に向けた準備資料として、公募資料に加えて審査委員用資料等を作成しました 
	スライド 54: ５－４．審査会の運営・選定結果 一般枠の二次審査は以下の方法で実施しました 
	スライド 55: ５－４．審査会の運営・選定結果 区内学生枠の二次審査は、PRや区内学生の意欲喚起を行う実施目的に鑑み、 イベント形式（発表はピッチ形式）での開催としました
	スライド 56: ５－４．審査会の運営・選定結果 二次審査を経て、「VALUECARE」「GATARI」「STYLY」「BAKUAGE」「Spice」の ５社を採択しました
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	スライド 57
	スライド 58: ６．実証実験の内容・成果 ５件の実証実験を実施し、 各実証において社会実装の可能性が見出せる結果となりました
	スライド 59: ６．実証実験の内容・成果 ５件の実証実験を実施し、 各実証において社会実装の可能性が見出せる結果となりました
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	スライド 85: ６－３－２．「防犯」テーマの実証内容・成果 スタートアップ視点における成果として、自社の成長機会・共創のステークホルダーの獲得に繋がり、金融機関における社会実装の可能性を見出すことができました
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	スライド 161: ６－４－５．区内学生枠の実証内容・成果 スタートアップ視点における成果として、”墨田区ならでは”の行政のコミットを体感でき、 自団体のビジネス展開を見据えた実証実験を行うことができました
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